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規

則

青
森
県
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
四
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
規
則
第
五
十
三
号

青
森
県
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

青
森
県
児
童
福
祉
法
施
行
細
則

(

昭
和
六
十
二
年
三
月
青
森
県
規
則
第
二
十
五
号)

の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
中

｢

指
定
医
療
機
関｣

の
下
に

｢

、
小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
者｣

を
加

え
る
。

第
二
十
七
条
を
第
三
十
条
と
す
る
。

第
二
十
六
条
中

｢

第
三
十
四
号
様
式｣

を

｢

第
三
十
五
号
様
式｣

に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
九
条

と
す
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
中

｢

第
三
十
二
号
様
式｣

を

｢

第
三
十
三
号
様
式｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項

中

｢

第
三
十
三
号
様
式｣

を

｢

第
三
十
四
号
様
式｣

に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
八
条
と
す
る
。

第
二
十
四
条
第
一
項
中

｢

第
三
十
号
様
式｣

を

｢

第
三
十
一
号
様
式｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

｢

第
三
十
一
号
様
式｣

を

｢

第
三
十
二
号
様
式｣

に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
七
条
と
す
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中｢

第
三
十
六
条
の
三
十
七
第
一
項｣

を｢

第
三
十
六
条
の
四
十
一
第
一
項｣

に
、

｢

第
二
十
八
号
様
式｣

を

｢

第
二
十
九
号
様
式｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

｢

第
三
十
六
条
の

三
十
七
第
二
項｣

を

｢

第
三
十
六
条
の
四
十
一
第
二
項｣

に
、

｢

第
二
十
九
号
様
式｣

を

｢

第
三
十

号
様
式｣

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

｢

第
三
十
六
条
の
三
十
八
第
二
項｣

を

｢

第
三
十
六
条
の
四
十

二
第
二
項｣

に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
六
条
と
す
る
。

第
二
十
二
条
第
二
項
中

｢

第
二
十
六
号
様
式｣

を

｢

第
二
十
七
号
様
式｣

に
改
め
、
同
条
第
三
項

中

｢

第
二
十
七
号
様
式｣

を

｢

第
二
十
八
号
様
式｣

に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
四
条
と
し
、
同
条
の

次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

(

家
庭
的
保
育
事
業
開
始
届
書
等)

第
二
十
五
条

法
第
三
十
四
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
家
庭
的
保
育
事
業
開
始
届

書

(

第
二
十
六
号
様
式)

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
三
十
四
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
家
庭
的
保
育
事
業
変
更
届
書

(

第
二

十
七
号
様
式)

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

法
第
三
十
四
条
の
十
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
家
庭
的
保
育
事
業
廃
止

(

休
止)

届

書

(

第
二
十
八
号
様
式)

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条
第
二
項
中

｢

第
二
十
六
号
様
式｣

を

｢

第
二
十
七
号
様
式｣

に
改
め
、
同
条
第
三
項

中

｢
第
二
十
七
号
様
式｣

を

｢

第
二
十
八
号
様
式｣

に
改
め
、
同
条
を
第
二
十
三
条
と
し
、
第
二
十

条
を
第
二
十
二
条
と
し
、
第
十
九
条
を
第
二
十
一
条
と
す
る
。

第
十
八
条
第
一
項
中

｢

実
施
又
は｣

を

｢

実
施
若
し
く
は｣

に
、

｢)

を
行
つ
た｣

を

｢)

又
は

児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施
を
行
つ
た｣

に
、

｢)

又
は｣

を

｢)

若
し
く
は｣

に
、

｢

か
ら
、
当

該
被
措
置
者
等｣

を

｢
又
は
当
該
児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施
を
受
け
た
援
助
児
童
等

(

以
下

｢

被

援
助
児
童
等｣

と
い
う
。)
か
ら
、
当
該
被
措
置
者
等
又
は
当
該
被
援
助
児
童
等｣

に
改
め
、
同
条
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第
二
項
中｢

及
び
扶
養
義
務
者｣

の
下
に｢

並
び
に
被
援
助
児
童
等｣

を
、｢

お
け
る
被
措
置
者
等｣

の
下
に

｢

又
は
被
援
助
児
童
等｣

を
加
え
、
同
項
第
一
号
中

｢

世
帯｣

の
下
に

｢

又
は
被
援
助
児
童

等｣
を
加
え
、
同
条
第
六
項
中

｢

者

(｣

の
下
に

｢

小
規
模
住
居
型
児
童
養
育
事
業
を
行
う
者
若
し

く
は｣
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中

｢

通
所
以
外
の
場
合

(

母
子
生
活
支
援
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場

合
を
除
く
。)
の
欄｣

を

｢

通
所
以
外
の
場
合

(

母
子
生
活
支
援
施
設
に
入
所
し
、
又
は
児
童
自
立

生
活
援
助
事
業
所
に
入
居
し
て
い
る
場
合
を
除
く
。)

の
欄｣

に
、

｢

通
所
の
場
合
及
び
母
子
生
活

支
援
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
の
欄｣

を

｢

通
所
の
場
合
及
び
母
子
生
活
支
援
施
設
に
入
所
し
、

又
は
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
所
に
入
居
し
て
い
る
場
合
の
欄｣

に
改
め
、
同
条
第
七
項
第
一
号
中

｢

施
設
入
所
措
置
等｣

の
下
に

｢
若
し
く
は
児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施｣

を
加
え
、
同
条
を
第
二

十
条
と
す
る
。

第
十
七
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

(

児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施
の
申
込
み
等)

第
十
八
条

法
第
三
十
三
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
申
込
み
は
、
児
童
自
立
生
活
援
助
実
施
申

込
書

(

第
十
四
号
様
式)

に
よ
り
、
居
住
地
を
管
轄
す
る
児
童
相
談
所
長
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

児
童
相
談
所
長
は
、
児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施
の
承
諾
を
決
定
し
た
と
き
は
、
児
童
自
立
生

活
援
助
実
施
承
諾
通
知
書

(

第
十
五
号
様
式)

に
よ
り
、
児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施
を
受
け
る

義
務
教
育
終
了
児
童
等

(

以
下

｢

援
助
児
童
等｣

と
い
う
。)

に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

児
童
相
談
所
長
は
、
児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施
の
変
更

(

児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施
に
係

る
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
所(

児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
を
行
う
住
居
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)

の
変
更
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
同
じ
。)

の
決
定
を
し
た
と
き
、
児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施

の
停
止
の
決
定
を
し
た
と
き
、
又
は
児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施
の
解
除
の
決
定
を
し
た
と
き
は
、

児
童
自
立
生
活
援
助
実
施
変
更

(

停
止
、
解
除)

通
知
書

(

第
十
六
号
様
式)

に
よ
り
、
援
助
児

童
等
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

児
童
相
談
所
長
は
、
第
一
項
の
申
込
み
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
当
該
申
込
み
の
承
諾
を
し
な

い
旨
の
決
定
を
し
た
と
き
は
、
児
童
自
立
生
活
援
助
申
込
不
承
諾
通
知
書

(

第
十
七
号
様
式)

に

よ
り
、
申
込
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
を
行
う
者
へ
の
通
知)

第
十
九
条

児
童
相
談
所
長
は
、
児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施
の
承
諾
の
決
定
を
し
た
と
き
は
児
童

自
立
生
活
援
助
実
施
承
諾
通
知
書
に
よ
り
、
児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施
の
変
更
の
決
定
を
し
た

と
き
、
児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施
の
停
止
の
決
定
を
し
た
と
き
、
又
は
児
童
自
立
生
活
援
助
の

実
施
の
解
除
の
決
定
を
し
た
と
き
は
、
児
童
自
立
生
活
援
助
実
施
変
更

(

停
止
、
解
除)

通
知
書

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
当
該
児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施
に
係
る
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
を
行

う
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

別
表
第
三
中

｢

第
十
八
条
関
係｣

を

｢

第
二
十
条
関
係｣

に
、

｢

を

｣

｢

に
、

｣

｢

生
活
保
護
世
帯
及
び
支
援
給
付
世
帯｣

を

｢

生
活
保
護
世
帯
等
及
び
支
援
給
付
世
帯
等｣

に
、

｢

生
活
保
護
世
帯
、
支
援
給
付
世
帯｣

を

｢

生
活
保
護
世
帯
等
、
支
援
給
付
世
帯
等｣

に
改
め
、
同

表
の
備
考
一
の
１
中

｢

生
活
保
護
世
帯｣

を

｢

生
活
保
護
世
帯
等｣

に
、

｢

第
十
八
条
第
一
項
第
一

号｣

を

｢

第
二
十
条
第
一
項
第
一
号｣

に
改
め
、

｢

被
保
護
者
で
あ
る
世
帯｣

の
下
に

｢

又
は
同
法

に
よ
る
被
保
護
者
で
あ
る
被
援
助
児
童
等｣

を
加
え
、｢

支
援
給
付
世
帯｣

を｢

支
援
給
付
世
帯
等｣

に
改
め
、

｢

被
支
援
者
で
あ
る
世
帯｣

の
下
に

｢

又
は
中
国
残
留
邦
人
等
自
立
支
援
法
に
よ
る
被
支

援
者
で
あ
る
被
援
助
児
童
等｣

を
加
え
、
同
一
の
２
か
ら
４
ま
で
の
規
定
中

｢

特
定
扶
養
義
務
者｣

の
下
に

｢

若
し
く
は
被
援
助
児
童
等｣

を
加
え
、
同
一
の
５
及
び
６
中

｢

第
十
九
条
第
三
項｣

を

｢

第
二
十
一
条
第
三
項｣

に
改
め
、
同
一
の
７
中

｢

施
設
入
所
措
置
等｣

の
下
に

｢

又
は
当
該
被
援

助
児
童
等
に
係
る
児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施｣

を
加
え
、

｢

当
該
被
措
置
者
等
が｣

を

｢

当
該
被

措
置
者
等
又
は
当
該
被
援
助
児
童
等
が｣

に
改
め
、
同
備
考
三
中

｢

通
所
以
外
の
場
合

(

母
子
生
活

支
援
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
を
除
く
。)

の
欄｣

を

｢

通
所
以
外
の
場
合

(

母
子
生
活
支
援
施

設
に
入
所
し
、
又
は
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
所
に
入
居
し
て
い
る
場
合
を
除
く
。)

の
欄｣

に
、

｢

通
所
の
場
合
及
び
母
子
生
活
支
援
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合
の
欄｣

を

｢

通
所
の
場
合
及
び
母

子
生
活
支
援
施
設
に
入
所
し
、
又
は
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
所
に
入
居
し
て
い
る
場
合
の
欄｣

に

改
め
、
同
備
考
五
中

｢

、
当
該
世
帯｣

を

｢

当
該
世
帯｣

に
改
め
、

｢

と
き｣

の
下
に

｢

、
又
は
被

援
助
児
童
等
が
Ｂ
階
層
に
属
す
る
場
合｣

を
加
え
、
同
五
の
１
中

｢

第
十
八
条
第
一
項
第
一
号｣

を

｢
第
二
十
条
第
一
項
第
一
号｣

に
改
め
、
同
備
考
六
中

｢

当
該
被
措
置
者
等｣

の
下
に

｢

又
は
当
該

被
援
助
児
童
等｣

を
加
え
る
。

別
表
第
四
中｢
第
十
八
条｣

を｢

第
二
十
条｣

に
改
め
、
同
表
の
備
考
一
中｢

第
十
九
条
第
三
項｣

を

｢

第
二
十
一
条
第
三
項｣

に
改
め
る
。

第
七
号
様
式
中

｢第
18条
､
第
19条
｣

を

｢第
20条
､
第
21条
｣

に
、

｢第
18条
第
７
項
､
第
19

条
第
２
項
､
第
19条

第
４
項
｣

を
｢第
20条

第
７
項
､
第
21条

第
２
項
､
第
21条

第
４
項
｣

に
、
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通
所
以
外
の
場
合

(

母
子
生
活
支
援
施
設

に
入
所
し
て
い
る
場
合
を
除
く
。)

通
所
の
場
合
及
び
母
子
生
活
支
援
施
設
に

入
所
し
て
い
る
場
合

通
所
以
外
の
場
合

(

母
子
生
活
支
援
施
設

に
入
所
し
、
又
は
児
童
自
立
生
活
援
助
事

業
所
に
入
居
し
て
い
る
場
合
を
除
く
。)

通
所
の
場
合
及
び
母
子
生
活
支
援
施
設
に

入
所
し
、
又
は
児
童
自
立
生
活
援
助
事
業

所
に
入
居
し
て
い
る
場
合



� �
｢入
所
施
設
名
｣

を

｢施
設
名
又
は
受
託
者
名
｣

に
改
め
る
。

第
八
号
様
式
中

｢第
19条
関
係
｣

を

｢第
21条
関
係
｣

に
、

｢第
19条
第
３
項
｣

を

｢第
21条
第

３
項
｣

に
改
め
る
。

第
九
号
様
式
中

｢第
19条
関
係
｣

を

｢第
21条
関
係
｣

に
、

｢第
19条
第
５
項
｣

を

｢第
21条
第

５
項
｣

に
改
め
る
。

第
十
四
号
様
式
中

｢第
11条
｣

の
次
に

｢､
第
18条
｣

を
、

｢地
域
県
民
局
長
｣

の
次
に

｢､
児

童
相
談
所
長
｣

を
加
え
、｢母

子
保
護
等
実
施
申
込
書
｣

を｢母
子
保
護
等
(児
童
自
立
生
活
援
助
)

実
施
申
込
書
｣

に
、｢助

産
施
設
｣

の
次
に｢､

児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
所
｣

を
加
え
、｢助

産
)
｣

を

｢助
産
､
児
童
自
立
生
活
援
助
)
｣

に
改
め
、

｢第
22条
第
２
項
｣

の
次
に

｢､
第
33条
の
６
第

２
項
｣

を
加
え
、

｢又
は
助
産
｣

を
｢､
助
産
｣

に
改
め
、

｢妊
産
婦
｣

の
次
に

｢又
は
児
童
自
立

生
活
援
助
の
実
施
を
希
望
す
る
義
務
教
育
終
了
児
童
等
｣

を
加
え
、

｢
｢

を

に
改
め
、
同
様
式
の
注
の
１
中

｢第
22

｣
｣

条
第
４
項
｣

の
次
に

｢又
は
第
36条
の
26第
３
項
｣

を
加
え
る
。

第
十
五
号
様
式
中

｢第
15条
関
係
｣

を

｢第
15条
､
第
18条
､
第
19条
関
係
｣

に
、

｢入
所
措
置

開
始
(母
子
保
護
等
実
施
承
諾
)
通
知
書
｣

を

｢入
所
措
置
開
始
(母
子
保
護
等
(児
童
自
立
生
活

援
助
)
実
施
承
諾
)
通
知
書
｣

に
、

｢第
15条
)
｣

を

｢第
15条
､
第
18条
第
２
項
､
第
19条
)
｣

｢
｢

に
、

｢施
設
名
｣

を

｢施
設
名
又
は
受
託
者
名
｣

に
、

を

に
改
め
、

｢学
校
｣

｣
｣

の
次
に

｢
(職
業
)
｣

を
加
え
る
。

第
十
六
号
様
式
中

｢第
15条
関
係
｣

を

｢第
15条
､
第
18条
､
第
19条
関
係
｣

に
、

｢入
所
措
置

(母
子
保
護
等
実
施
)
変
更
(停
止
､
解
除
)
通
知
書
｣

を

｢入
所
措
置
(母
子
保
護
等
(児
童
自

立
生
活
援
助
)
実
施
)
変
更
(停
止
､
解
除
)
通
知
書
｣

に
、

｢母
子
保
護
等
の
｣

を

｢母
子
保
護

等
(児
童
自
立
生
活
援
助
)
の
｣

に
、｢第

15条
)
｣

を｢第
15条
､
第
18条
第
３
項
､
第
19条
)
｣

に
改
め
る
。

第
十
七
号
様
式
中｢第

11条
関
係
｣

を｢第
11条
､
第
18条
関
係
｣

に
改
め
、｢地

域
県
民
局
長
｣

の
次
に

｢､
児
童
相
談
所
長
｣

を
加
え
、

｢母
子
保
護
等
申
込
不
承
諾
通
知
書
｣

を

｢母
子
保
護
等

(児
童
自
立
生
活
援
助
)
申
込
不
承
諾
通
知
書
｣

に
改
め
、

｢助
産
｣

の
次
に

｢､
児
童
自
立
生
活

援
助
｣

を
、

｢第
11条
第
４
項
｣

の
次
に

｢
(第
18条
第
４
項
)
｣

を
加
え
る
。

第
二
十
四
号
様
式
中

｢第
20条
｣

を

｢第
22条
｣

に
、

｢児
童
氏
名
｣

を

｢児
童
等
氏
名
｣

に
改

め
る
。

第
二
十
五
号
様
式
中

｢第
21条
､
第
22条
｣

を

｢第
23条
､
第
24条
｣

に
改
め
る
。

第
三
十
四
号
様
式
中｢第

26条
｣

を｢第
29条
｣

に
改
め
、
同
様
式
を
第
三
十
五
号
様
式
と
す
る
。

第
三
十
三
号
様
式
中｢第

25条
｣

を｢第
28条
｣

に
改
め
、
同
様
式
を
第
三
十
四
号
様
式
と
す
る
。

第
三
十
二
号
様
式
中｢第

25条
｣

を｢第
28条
｣

に
改
め
、
同
様
式
を
第
三
十
三
号
様
式
と
す
る
。

第
三
十
一
号
様
式
中｢第

24条
｣

を｢第
27条
｣

に
改
め
、
同
様
式
を
第
三
十
二
号
様
式
と
す
る
。

第
三
十
号
様
式
中

｢第
24条
｣

を

｢第
27条
｣

に
改
め
、
同
様
式
を
第
三
十
一
号
様
式
と
す
る
。

第
二
十
九
号
様
式
中

｢第
23条
｣

を

｢第
26条
｣

に
改
め
、
同
様
式
を
第
三
十
号
様
式
と
す
る
。

第
二
十
八
号
様
式
中

｢第
23条
｣

を

｢第
26条
｣

に
、

｢第
36条
の
37第
１
項
｣

を

｢第
36条
の

41第
１
項
｣

に
、

｢

を

｣

｢

に
改
め
、
同
様
式
の
注
の
２
中

｣

｢第
１
条
の
36第
１
号
｣

を

｢第
１
条
の
37第
１
号
｣

に
、

｢第
１
条
の
36第
３
号
｣

を

｢第
１
条

の
37第
３
号
｣

に
改
め
、
同
注
の
３
の
�
中

｢第
34条
の
15第
１
項
各
号
｣

を

｢第
34条
の
19第
１

項
各
号
｣

に
改
め
、
同
３
の
�
中

｢第
１
条
の
36第
１
号
｣

を

｢第
１
条
の
37第
１
号
｣

に
改
め
、

同
様
式
を
第
二
十
九
号
様
式
と
す
る
。

第
二
十
七
号
様
式
中

｢第
21条
､
第
22条
｣

を

｢第
23条
､
第
24条
､
第
25条
｣

に
、

｢住
所

�
法
人
に
あ
つ
て
は
､
名
�

氏
名
�

�
�

を

	
称
及
び
代
表
者
の
氏
名


｣

青 森 県 報�������	�
� �� 第3332号�� �

母
子
保
護
等
の
実

施
を
希
望
す
る
理

由 入
所
を
希
望
す
る

施
設

母
子
保
護
等
(児
童
自

立
生
活
援
助
)
の
実
施

を
希
望
す
る
理
由

入
所
を
希
望
す
る
施
設

又
は
入
居
を
希
望
す
る

住
居

児童

児童等

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
第
１
条
の
36第
３
号
の
要
件
に
該
当

す
る
事
実

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
第
１
条
の
36第
１
号
に
掲
げ
る
い
ず

れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
事
実

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
第
１
条
の
37第
３
号
に
要
件
に
該
当

す
る
事
実

児
童
福
祉
法
施
行
規
則
第
１
条
の
37第
１
号
に
掲
げ
る
い
ず

れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
事
実



� �
｢住

所

�
法
人
に
あ
つ
て
は
､
名
�

氏
名
�

�
�

に
、

｢児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
等
(一
時
預
か
り
事

�
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
�

(地
方
公
共
団
体
の
長

	
)
｣

業
)
廃
止
(休
止
)
届
書
｣

を

｢児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
等
(一
時
預
か
り
事
業
､
家
庭
的
保
育

事
業
)
廃
止
(休
止
)
届
書
｣

に
、

｢)
を
｣

を

｢､
家
庭
的
保
育
事
業
)
を
｣

に
改
め
、

｢第
34

条
の
11第
３
項
｣

の
次
に

｢､
第
34条
の
14第
３
項
｣

を
加
え
、
同
様
式
の
記
の
４
中

｢便
宜
｣

の

次
に

｢
(保
育
)
｣

を
加
え
、
同
様
式
を
第
二
十
八
号
様
式
と
す
る
。

第
二
十
六
号
様
式
中

｢第
21条
､
第
22条
｣

を

｢第
23条
､
第
24条
､
第
25条
｣

に
、

｢住
所

�
法
人
に
あ
つ
て
は
､
名
�

氏
名
�

�
�

を

�
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
�
｣

｢住
所

�
法
人
に
あ
つ
て
は
､
名
�

氏
名
�

�
�

に
、

｢児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
等
(一
時
預
か
り
事

�
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
�

(地
方
公
共
団
体
の
長

	
)
｣

業
)
変
更
届
書
｣

を

｢児
童
自
立
生
活
援
助
事
業
等
(一
時
預
か
り
事
業
､
家
庭
的
保
育
事
業
)
変

更
届
書
｣

に
、

｢)
に
｣

を

｢､
家
庭
的
保
育
事
業
)
に
｣

に
改
め
、

｢第
34条

の
11第

２
項
｣

の
次
に

｢､
第
34条
の
14第
２
項
｣

を
加
え
、
同
様
式
を
第
二
十
七
号
様
式
と
す
る
。

第
二
十
五
号
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。

第
26号
様
式
(第
25条
関
係
)

番
号

年
月

日

青
森
県
知
事
殿

地
方
公
共
団
体
の
長

	

家
庭
的
保
育
事
業
開
始
届
書

家
庭
的
保
育
事
業
を
開
始
す
る
の
で
､
児
童
福
祉
法
第
34条
の
14第
１
項
の
規
定
に
よ
り
､
関
係

書
類
を
添
え
て
下
記
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
｡

記

１
事
業
の
種
類
及
び
内
容

２
経
営
の
責
任
者
及
び
福
祉
の
実
務
に
当
た
る
幹
部
職
員
の
氏
名
及
び
経
歴

３
家
庭
的
保
育
者
の
氏
名
､
経
歴
及
び
住
所

４
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
の
名
称
､
種
類
､
所
在
地
及
び
利
用
定
員

５
建
物
そ
の
他
設
備
の
規
模
及
び
構
造
並
び
に
そ
の
図
面

６
事
業
開
始
の
予
定
年
月
日

(添
付
書
類
)

１
収
支
予
算
書

２
事
業
計
画
書

注
用
紙
の
大
き
さ
は
､
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
縦
長
と
す
る
｡
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附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
青
森
県
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
第
二
十
条
第
一
項
、
第
二
項
及
び
第
七
項
並
び
に
別

表
第
三
の
規
定
中
児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施
に
係
る
部
分
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
の

期
間
に
係
る
児
童
自
立
生
活
援
助
実
施
費
用
の
徴
収
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

同
日
前
に
児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施
の
承
諾
の
決
定
を
受
け
た
義
務
教
育
終
了
児
童
等
に
関
す

る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中

｢

一

施
設
入
所
措
置
等
若
し
く
は
児
童
自
立
生

活
援
助
の
実
施
を
開
始
し
、
又
は
変
更
し
た
日｣

と
あ
る
の
は
、｢

一

青
森
県
児
童
福
祉
法
施

行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

(

平
成
二
十
二
年
十
二
月
青
森
県
規
則
第
五
十
三
号)

の
施
行

の
日
又
は
児
童
自
立
生
活
援
助
の
実
施
を
変
更
し
た
日｣

と
す
る
。

告

示

青
森
県
告
示
第
八
百
七
十
八
号

漁
業
災
害
補
償
法

(

昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号)

第
百
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
次
の
発
起
人
が
求
め
た
次
の
加
入
区
に
係
る
特
定
第
一
号
漁
業
者
の
同
意
が
同
項
に
規
定
す
る
要

件
に
適
合
す
る
と
認
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
四
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
告
示
第
八
百
七
十
九
号

漁
業
災
害
補
償
法

(

昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号)

第
百
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次

の
発
起
人
が
求
め
た
次
の
区
域
及
び
区
分
に
係
る
特
定
第
二
号
漁
業
者
の
同
意
が
同
項
に
規
定
す
る

要
件
に
適
合
す
る
と
認
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
百
五
条
の
二
第
四
項
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発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名

(

名
称)

加
入
区
の
名
称

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
浜
久
保
二
〇

坂

下

利

助

三
戸
郡
階
上
町
大
字
道
仏
字
大
蛇
二
三
の
二

坂

本

源

作

階
上
加
入
区

下
北
郡
東
通
村
大
字
白
糠
字
赤
平
五
〇
七
の
二
西

山

里

一

下
北
郡
東
通
村
大
字
白
糠
字
浜
通
四
〇

伊
勢
田

賢
太
郎

白
糠
加
入
区

下
北
郡
東
通
村
大
字
小
田
野
沢
字
浜
通
七
七

二
本
柳

勝

下
北
郡
東
通
村
大
字
小
田
野
沢
字
中
川
目
五
五
川

口

克

忠

小
田
野
沢
加
入
区

下
北
郡
東
通
村
大
字
蒲
野
沢
字
千
鳥
道
五
八

中

村

良
太
郎

下
北
郡
東
通
村
大
字
蒲
野
沢
字
石
持
一
六

吉

田

丈

男

石
持
加
入
区

む
つ
市
大
字
関
根
字
前
浜
四
三
の
三
七

四
ツ
谷

英

巳

む
つ
市
大
字
関
根
字
北
関
根
七
五
七
の
一

成

田

士

郎

関
根
浜
加
入
区

下
北
郡
風
間
浦
村
大
字
易
国
間
字
新
町
二
七
の
一山

根

正

喜

下
北
郡
風
間
浦
村
大
字
易
国
間
字
二
タ
川
一
七
の
二
嘉

賀

信

男

易
国
間
加
入
区

下
北
郡
風
間
浦
村
大
字
蛇
浦
字
古
釜
谷
三
二
の
四大

野

兼

司

下
北
郡
風
間
浦
村
大
字
蛇
浦
字
古
釜
谷
八
の
五
冨

岡

正

昭

蛇
浦
加
入
区

下
北
郡
佐
井
村
大
字
佐
井
字
糠
森
一
一
七

福

田

栄

一

下
北
郡
佐
井
村
大
字
佐
井
字
糠
森
一
三
〇
の
九
七宮

沢

敏

男

佐
井
村
加
入
区

東
津
軽
郡
外
ヶ
浜
町
字
三
�
六
條
間
三
六
の
七
佐
々
木

信

昭

東
津
軽
郡
外
ヶ
浜
町
字
三
�
藤
嶋
一
の
二
四

橋

本

重

満

三
厩
村
加
入
区

東
津
軽
郡
今
別
町
大
字
袰
月
字
袰
村
元
二
〇

小

倉

永

治

東
津
軽
郡
今
別
町
大
字
奥
平
部
字
砥
石
五
三
の
八
一
横

岡

亘

竜
飛
今
別
第
三
加
入
区

� �



� �

の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
四
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
告
示
第
八
百
八
十
号

漁
業
災
害
補
償
法

(

昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号)

第
百
二
十
五
条
の
六
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
次
の
発
起
人
が
求
め
た
次
の
加
入
区
に
係
る
区
域
内
特
定
養
殖
業
者
の
同
意
が
同
項
に
規
定

す
る
要
件
に
適
合
す
る
と
認
め
た
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
百
五
条
の
二
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
四
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青
森
県
告
示
第
八
百
八
十
一
号

道
路
法

(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
の
で
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
告
示
の
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
三
日
ま
で
青
森
県
県
土
整

備
部
道
路
課
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
四
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青 森 県 報平成22年12月24日 金曜日 第3332号 �

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名

(

名
称)

区

域

区

分

下
北
郡
東
通
村
大
字
白
糠
字
赤
平
五
〇
七
の
二

西

山

里

一

下
北
郡
東
通
村
大
字
白
糠
字
赤
平
三
一
八

沢

田

吉

司

総
ト
ン
数
五
ト
ン
以

上
十
ト
ン
未
満
の
漁

船
に
よ
り
行
う
漁
業

で
あ
っ
て
、
い
か
つ

り
漁
業
と
こ
う
な
ご

棒
受
網
漁
業
を
併
せ

営
む
漁
業
で
あ
っ
て

甲
の
地
区
の
者
が
行

う
漁
業

下
北
郡
東
通
村
大
字
白
糠
字
浜
通
一
三
四

東

田

義

廣

下
北
郡
東
通
村
大
字
白
糠
字
向
流
下
三
六
の
一

赤

田

広

行

白
糠
区
域
及
び
小

田
野
沢
区
域

白
糠
漁
業
協
同

組
合
の
地
区
及

び
小
田
野
沢
漁

業
協
同
組
合
の

地
区
う
ち
甲
の
地
区

白
糠
漁
業
協

同
組
合
の
区
域

総
ト
ン
数
十
ト
ン
以

上
二
十
ト
ン
未
満
の

漁
船
に
よ
り
行
う
漁

業
で
あ
っ
て
、
主
と

し
て
い
か
つ
り
漁
業

で
あ
っ
て
甲
の
地
区

の
者
が
行
う
漁
業

下
北
郡
東
通
村
大
字
野
牛
字
入
口
三

伊

柳

晴

美

下
北
郡
東
通
村
大
字
野
牛
字
釜
ノ
平
八
一
の
四

渡

辺

轍

博

野
牛
区
域

野
牛
漁
業
協
同

組
合
の
地
区

小
型
定
置
漁
業
及
び

ほ
た
て
け
た
網
漁
業

下
北
郡
東
通
村
大
字
蒲
野
沢
字
石
持
四
二

杉

本

八
十
三

下
北
郡
東
通
村
大
字
蒲
野
沢
字
稲
崎
一

杉

本

尚

石
持
区
域

石
持
漁
業
協
同

組
合
の
地
区

底
建
網
漁
業
及
び
ほ

た
て
け
た
網
漁
業

つ
が
る
市
富
�
町
清
水
一
七
の
五
一

成

田

良

一

つ
が
る
市
富
�
町
清
水
二
六
松

野

昭

一

車
力
区
域

車
力
漁
業
協
同

組
合
の
地
区

底
び
き
網
を
使
用
し

て
行
う
し
じ
み
漁
業

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名

(

名
称)

加
入
区
の
名
称

東
津
軽
郡
�
田
村
大
字
広
瀬
字
坂
元
六
三
一
の
一田

中

孝

光

東
津
軽
郡
�
田
村
大
字
郷
沢
字
浜
田
一
五
一
の
二畠

山

利

逸

�
田
村
加
入
区

青
森
市
大
字
奥
内
字
宮
田
二
の
一

杉

田

勝

青
森
市
大
字
前
田
字
中
野
一
の
三

中

村

惣

一

青
森
市
第
一
加
入
区

青
森
市
大
字
油
川
字
大
浜
五
二
の
一

神

幸

徳

青
森
市
大
字
油
川
字
浪
返
一
二
一
の
三

江

良

喜
代
市

青
森
市
第
二
加
入
区

青
森
市
原
別
一
丁
目
二
の
四
六

東

宏

青
森
市
原
別
六
丁
目
六
の
二
一

井

村

豊

人

青
森
市
第
五
加
入
区

路

線

名

供

用

開

始

の

区

間

供
用
開
始

の

期

日

県
道
大
鰐
浪
岡
線

弘
前
市
大
字
石
川
字
柳
田
五
八
か
ら

平
川
市
大
坊
竹
原
二
〇
八
の
一
ま
で

平
成
��･

��･

��

� �



� �

青
森
県
告
示
第
八
百
八
十
二
号

漁
船
損
害
等
補
償
法

(
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号)

第
百
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に

よ
る
次
の
発
起
人
の
次
の
加
入
区
に
係
る
届
出
に
つ
い
て
審
査
し
た
結
果
、
同
法
第
百
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
同
意
が
あ
っ
た
と
認
め
た
の
で
、
同
法
第
百
十
二
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
十
二
月
二
十
四
日

青
森
県
知
事

三

村

申

吾

青 森 県 報�������	�
� �� 第3332号�

県
道
石
川
百
田
線

弘
前
市
大
字
石
川
字
外
坪
七
六
の
一
か
ら

弘
前
市
大
字
石
川
字
外
坪
七
六
の
一
ま
で

〃

県
道
石
川
土
手
町
線

弘
前
市
大
字
石
川
字
中
坪
一
〇
四
か
ら

弘
前
市
大
字
石
川
字
中
坪
一
〇
四
ま
で

〃

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名

加
入
区
の
名
称

五
所
川
原
市
十
三
五
月
女
�
二
番
地
二

工

藤

伍

郎

五
所
川
原
市
十
三
深
津
二
四
七
番
地

柳

谷

榮

五
所
川
原
市
十
三
通
行
道
番
外
地

小

倉

広

起

十
三

� �
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(

発
行
所
・
発
行
人)

青
森
市
長
島
一
丁
目
一
番
一
号

青

森

県

(
印
刷
所
・
販
売
人)

青
森
市
第
二
問
屋
町
三
丁
目
一
番
七
七
号

東
奥
印
刷
株
式
会
社

定
価
小
口
一
枚
ニ
付
十
五
円
一
銭

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
発
行


